
　
社
協
大
旭
支
部
（
平
林
英
男
支
部
長
）
は
、
10
月
29

日
友
部
第
二
小
学
校
体
育
館
で
、
子
ど
も
会
輪
投
げ
大

会
と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、友
部
第
二
小
常
井
裕
二
校
長
先
生
、太
陽
・

青
空
・
旭
平
の
各
子
ど
も
会
児
童
（
13
人
）
保
護
者
（
５

人
）、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
は 

旭
崎
新
生
会
・
矢
野
下
寿

会
・
三
友
会
・
若
狭
山
会
・
旭
台
睦
会
（
20
人
）
大
沢
上
１
・

大
沢
上
３
・
大
沢
下
２
・
八
幡
台
２
区
・
若
狭
山
団
地

の
各
区
長
、
笠
間
市
社
協
松
田
輝
雄
事
務
局
長
・
柿
長

志
生
里
支
部
担
当
、
大
旭
支
部
役
員
の
、
合
計
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
平
林
支

部
長
か
ら
本
大
会
に
協
力
を

頂
い
た
各
団
体
へ
の
お
礼

と
、
先
に
開
催
さ
れ
た
子
ど

も
会
々
長
と
の
懇
談
会
で
提

起
さ
れ
た
「
活
性
化
の
た
め

の
話
合
い
」が
契
機
と
な
り
、

今
大
会
が
開
催
に
繋
が
っ
た

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
常
井
校

長
先
生
と
松
田
事
務
局
長
か

ら
「
高
齢
化
・
少
子
化
の
な

か
、
児
童
が
地
域
に
育
て
ら

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ

い
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅰ
　
輪
投
げ
大
会

　
輪
投
げ
競
技
で
は
、
豊
富
な
経

験
を
持
つ
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々

の
協
力
を
受
け
、
参
加
者
全
員
が

的
板
に
当
た
る
投
げ
輪
の
大
き
な

音
の
響
く
中
、
和
気
あ
い
あ
い
の

思
い
出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
輪
投
げ
競
技
の

全
参
加
者
の
中
か
ら
上
位
10
人

と
、
児
童
の
上
位
５
人
へ
各
賞
が

贈
ら
れ
、
大
会
参
加
者
に
は
参
加

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
最
高
得
点
者
は
次
の
方
で
す
。

・
高
齢
者 

園
部
　
勝
さ
ん（
36
点
）

・
児
　
童 

菊
池
優
菜
さ
ん（
34
点
）

Ⅱ
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
娯

楽
・
競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
を
指
す
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
で
す
。
　

　
児
童
は
不
慣
れ
な
大
人
の
心
配

を
よ
そ
に
、
機
材
を
操
り
二
つ
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

〇「
太
鼓
の
達
人
」
ゲ
ー
ム

　
テ
レ
ビ
画
面
に
出
る
３
種
類
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
き
に
、
バ
チ

を
単
打
・
連
打
・
フ
チ
を
打
ち
分

け
て
得
点
を
競
う
頭
脳
プ
レ
イ

で
、太
鼓
の
音
が
賑
や
か
で
し
た
。

〇「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
ゲ
ー
ム

　
テ
レ
ビ
画
面
に
出
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
並
べ
替
え
て
、
得
点
を
競

う
頭
脳
プ
レ
イ
で
す
。

〇
大
会
を
終
え
て

　
平
林
支
部
長
は
「
今
回
の
経
験

を
も
と
に
、
児
童
と
地
域
と
の
交

流
を
さ
ら
に
進
め
る
よ
う
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

今
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
毎
日
、
正
午
に
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
夕
方
５
時
に
「
明
日
が

あ
る
さ
」
が
、
市
内
防
災
行
政
無

線
で
流
れ
ま
す
。  

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）で
は
な
く
、

日
本
の
空
が
『
平
和
』
で
あ
る
か

ら
で
す
。

　
令
和
６
年
（
辰
年
）
は
、
世
界

の
空
に
『
平
和
の
鐘
』
が
響
き
ま

す
よ
う
に
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６―

７
７―

０
７
３
０

　
四
季
折
々
の
景
色
が
楽
し
め
、
海
風

が
こ
こ
ち
よ
い
10
月
24
日
、
支
部
女
性

部
（
渡
辺
米
子
会
長
）
研
修
会
が
大
洗

方
面
に
25
人
の
会
員
が
参
加
し
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
県
大
洗
水
族
館
ア
ク
ア
ワ
ー
ル

ド
で
は
、
出
会
い
の
海
の
大
水
槽
、
生
命

の
新
世
海
は
約
２
０
０
０
０
匹
も
の
マ
イ

ワ
シ
た
ち
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
群
れ
動
く

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
驚
き
の
新
世
海
オ
ー

シ
ャ
ン
テ
ラ
ス
で
は
、
海
風
を
感
じ
な
が

ら
生
き
物
の
魅
力
を
知
り
、
イ
ル
カ
と
ア

シ
カ
た
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
と
演

出
が
一
体
と
な
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
太
平
洋
に
面
し
、
ス
タ
ミ
ナ
満

点
の
食
事
が
阿
字
ヶ
浦
ク
ラ
ブ
で
用
意
さ

れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
し
た
様
子
。

　
午
後
か
ら
は
、大
洗
磯
前
神
社
を
訪
問
、

宮
司
か
ら
神
社
の
由
来
が
説
明
さ
れ
、
本

殿
、
拝
殿
、
中
門
、
随
神
門
な
ど
、
現
存

す
る
社
殿
、
神
門
等
の
彫
刻
は
徳
川
初
期

を
偲
ぶ
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
も
の
、
今

年
で
創
立
1
1
6
8
年
に
な
り
ま
す
。
祭

事
で
は
、
歳
旦
祭
を
始
め
、
節
分
祭
、
有

賀
祭
、
七
五
三
祭
、
除
夜
祭
、
年
越
大
祓

式
な
ど
多
く
の
人
々
の
信
仰
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
帰
り
に
は
、
湊
の
お
さ
か
な
市
場
で
、

旬
の
魚
介
類
や
近
海
で
採
れ
た
地
魚
が
豊

富
に
揃
う
森
田
水
産
に
よ
り
、
店
員
さ
ん

の
粋
な
は
か
ら
い
で
両
手
い
っ
ぱ
い
の
土

産
を
買
っ
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　３種とも春から
秋まで家の庭先、
空き地、田んぼの
あぜ道など、ごく普
通に見れる一円玉
位の小さな蝶です。

　①ツバメシジミはシロツメクサなどのマメ科植
物、  ②ベニシジミはギシギシなどのタデ科植物、  
③ヤマトシジミはカタバミなどカタバミ科の植物
を食べて育ちます。　　　　　　　　　　 （平林）

和気あいあい　三世代で輪投げ大会

女性部
研修会

貴
重
な
文
化
財
を
体
感

　
　
　大
洗
の
魅
力
を
満
喫

貴
重
な
文
化
財
を
体
感

　
　
　大
洗
の
魅
力
を
満
喫

輪
投
げ
大
会
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験 巻

田
　美
智
子
さ
ん（
大
沢
）

　池
　鈴
子
さ
ん（
旭
平
）

（6）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き

第１31号
笠間市社会福祉協議会大旭支部

大旭支部長　平林英男
大旭支部広報委員会
令 和６年１月１０日
有 限 会 社 大 塩 企 画

発 行
編 集
発行日
印 刷

子
ど
も
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て

子
ど
も
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て

蝶 図
鑑 身近に見れるかわいい蝶たち

①ツバメシジミ ③ヤマトシジミ
②ベニシジミ

一投に集中！　輪投げ大会

eスポーツは子どもが先生

輪投げ大会・ｅスポーツ体験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
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女性部研修会　絵手紙　蝶図鑑　あとがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

もくじ

絵
手
紙

　絵
手
紙
の
教
室
に
参
加
し
て
16

年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。画
材
を
持

ち
寄
り
、皆
さ
ん
と
作
品
づ
く
り
を

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　約
20
年
前
、
最
初
に
絵
手
紙

の
会
が
で
き
て
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
作
品
を
見

合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

旭
平
２
区
　
防
災
訓
練
　
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
残
暑
厳
し
い
中
９
月
10
日（
日
）

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
25
人
が

出
席
さ
れ
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
深
谷
雅
夫
区
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
山
口
伸
樹
市
長
か
ら
は
、

お
祝
い
の
言
葉
と
、
防
犯
、
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
及
び
熱

中
症
対
策
の
３
点
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
林
英
男
支
部
長
の
お

祝
い
の
言
葉
の
後
、
小
野
武
新
生

会
会
長
か
ら「
健
康
長
寿
が
大
切
、

お
互
い
思
い
や
り
楽
し
く
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
大
井
川

和
彦
茨
城
県
知
事
か
ら
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
渡
辺
米
子
さ
ん
の

抹
茶
が
全
員
に
振
舞
わ
れ
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

（
吉
田
さ
ん
）
ウ
ク
レ
レ
（
久
野

さ
ん
）
ベ
ー
ス
（
大
塚
さ
ん
）
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
の
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
元
気
に
歌
い
ま

し
た
。

　
昼
食
に
は
高
齢
者
に
配
慮
し
た

お
弁
当
が
出
て
、
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
高
間
香
副
区
長
の
「
来
年

も
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
の
言

葉
で
散
会
と
な
り
、
参
加
者
は
お

土
産
を
も
ら
い
、
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
（
日
）
旭
台
公
民
館

で
敬
老
祝
賀
会
（
高
齢
者
27
人
参

加
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
、
鈴
木
肇
区
長

か
ら
「
雨
が
降
る
中
、
参
加
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
元
気
は
つ
ら
つ
で
60

歳
代
に
見
え
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
祝

電
の
披
露
、
担
当
係
に
よ
る
写
真

撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。（
写
真
は
、

後
日
配
布
）

　
余
興
で
は
、
３
人
の
グ
ル
ー
プ

「
Ｙ
．Ｋ
．Ｏ
．
サ
ウ
ン
ズ
」
に
よ
る

楽
器
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
久
野

さ
ん
（
旭
台
区
員
）
の
語
り
と
と

も
に
、
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
唱
歌

を
、
大
き
な
声
は
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
一
緒
に
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

　
次
に
、楽
し
み
に
し
て
い
た『
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』。
班
長
さ
ん
を
含

む
役
員
の
方
々
の
進
行
に
よ
り
、

次
々
と
数
字
番
号
が
読
み
上
げ
ら

　
社
協
大
旭
支
部
平
林
英
男
支
部

長
は
、
９
月
17
日
９
時
30
分
か
ら

笠
間
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も

べ
で
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表
者
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
林
支
部
長
の
主
催
者
挨
拶
と

今
後
の
行
事
計
画
の
概
要
説
明
に

続
き
、
小
野
武
旭
崎
新
生
会
々
長

か
ら
高
齢
者
ク
ラ
ブ
を
代
表
し

て
、
大
旭
支
部
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
経
過
説
明
を
含
め

て
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

Ⅰ
　懇
談
会
の
内
容

　
従
来
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
全
て
の

運
営
を
お
願
い
し
て
来
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
今
後
の
大
会
に
備
え

て
熱
心
な
話
合
い
が
行
な
わ
れ
た

結
果
、
主
催
者
側
の
役
割
分
担
が

ル
ー
ル
化
さ
れ
ま
し
た
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ア
　
開
催
日
・
場
所

11
月
11
日
・
友
部
第
二
小
学
校

イ
　
来
賓
招
待
者

笠
間
市
長
　
山
口
　
伸
樹
様

友
部
二
小
学
校
長
　
常
井
　
裕
二
様

ウ
　
役
割
分
担

〇
実
行
委
員
長
　
　
小
野
　
　
武

〇
審
判
長
　
　
　
　
笹
嶋
　
秀
介

〇
救
護
者
　
　
　
　
関
　
　
　
操

〇
用
具
調
達
と
会
場
設
営

　
旭
崎
新
生
会
・
旭
台
睦
会
・
ふ

れ
あ
い
ク
ラ
ブ
・
旭
平
ひ
の
で
会

（
11
月
３
日
細
目
打
合
）

〇
主
催
者
は
集
計
表
作
成
・
司
会
・

広
報
・
食
事
・
賞
品
調
達
等
　

Ⅱ
　懇
談
会
参
加
者
（
敬
称
略
）

○
と
き
わ
会
 

亘
理
　
武

○
矢
野
下
寿
会
 

荻
津
正
男

○
三
　
友
　
会
 

太
田
　
毅

○
旭
崎
新
生
会
 

小
野
　
武

○
若
狭
山
会
 

鈴
木
勝
義

○
旭
台
睦
会
 

園
部
　
勝

○
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
 

青
木
　
清

○
旭
平
ひ
の
で
会
 

小
倉
秀
男

み
ん
な
笑
顔
・
本
気

　
　ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

み
ん
な
笑
顔
・
本
気

　
　ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

れ
ま
し
た
。会
場
に「
リ
ー
チ
」「
ビ

ン
ゴ
！
」「
１
番
違
い
、
残
念
」

な
ど
一
喜
一
憂
の
声
、
声…

、
明

る
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
５

位
ま
で
に
豪
華
賞
品
が
、
６
位
か

ら
も
豪
華
参
加
賞
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　「
し
ば
ら
く
ね
」「
ま
た
来
年
、

元
気
で
」
な
ど
と
歓
談
し
て
、
笑

顔
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

　
４
年
ぶ
り
に
元
気
な
姿
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
前
日
の
雨
も
あ
が

り
、
11
月
11
日
（
土
）
友
部
第
二

小
学
校
で
、
大
旭
支
部
主
催
第
18

回
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
内
の

高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
８
チ
ー
ム

（
60
人
）
の
選
手
が
元
気
に
出
場
、

ま
た
来
賓
と
し
て
山
口
伸
樹
笠
間

市
長
、
社
協
職
員
、
救
護
者
関
操

さ
ん
、
支
部
役
員
、
女
性
部
（
食

事
担
当
）
な
ど
多
数
の
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
林
英
男
支
部

長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、
小
野
武

実
行
委
員
長
か
ら「
親
睦
を
深
め
、

の
び
の
び
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」

山
口
伸
樹
市
長
か
ら
は
「
各
イ
ベ

ン
ト
が
復
活
し
て
き
ま
し
た
。
体

調
に
気
を
つ
け
て
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
笹
嶋
秀
介
審
判
長
か
ら

競
技
上
の
注
意
が
あ
り
、
市
長
の

始
球
式
後
、Ａ
・Ｂ
コ
ー
ト
別
に
試

合
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
真
剣
な
表
情
、
一
打
一
打

に
集
中…

、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！
」「
曲

が
る
な
」「
入
れ
、入
れ
」
各
コ
ー

ス
か
ら
声
が
響
い
て
き
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
の
試
合
、集
計
の
後
、

入
賞
者
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

【
入
賞
者
の
紹
介
】（
敬
称
略
）

〇
優
　
勝
　
　
佐
藤
　
ト
ミ
子

〇
準
優
勝
　
　
今
野
　
豊
雄

〇
３
　
位
　
　
荻
津
　
正
男

〇
４
　
位
　
　
大
津
　
千
代

〇
５
　
位
　
　
佐
竹
　
し
ず
子

〇
６
　
位
　
　
木
村
　
孝
男

〇
７
　
位
　
　
兼
　
子
　
　
甲

〇
８
　
位
　
　
伊
王
野
　
資
武

〇
９
　
位
　
　
飯
塚
　
智
二

〇
10
　
位
　
　
渡
部
　
悟
平

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
発
表

も
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
女
性
部
手
作
り
の
温
か

い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
、大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
の
準
備
・
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委

員
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
青
空
広
が
る
11
月
３
日
（
金
）、

旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

旭
平
２
区「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
・

防
災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
山
口
伸
樹
笠
間
市
長

か
ら
「
地
域
防
災
の
大
切
さ
『
か

さ
め
ー
る
』へ
の
登
録
の
お
願
い
、

市
防
犯
対
策
補
助
事
業
の
案
内
、

自
転
車
使
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、
谷
田
部
裕
義
区
長
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
後
の
防
災
訓
練
の
再

開
、
災
害
時
紅
白
ハ
チ
マ
キ
の
設

置
活
用
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
10
時
30
分
か
ら
は
、
笠
間
市
消

防
本
部
友
部
消
防
署
職
員
３
人
か

ら
、
分
か
り
や
す
い
説
明
と
実
技

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

①
A
E
D
の
取
り
扱
い
・
実
技

・
電
源
を
入
れ
指
示
に
従
い
操
作

・
救
急
車
も
要
請
す
る

②
担
架
の
作
り
方
・
実
技

・
布
等
と
２
本
の
強
い
棒
で
作
る

・
腰
に
負
担
を
か
け
ず
持
上
げ
る

③
消
火
器
の
使
い
方
・
実
技

・
大
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
ぶ

・
ま
ず
壁
、
風
上
か
ら
放
水
す
る

◎「
ぼ
く
も
や
っ
て
み
る
」
と
、

子
ど
も
の
実
技
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
場
所
は
？
」

な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
皆
さ

ん
熱
心
に
参
加
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
談
会

グラウンドゴルフの進め方を熱心に検討する

さあやるぞ！　開会式

地域の防災は自分たちの力で 元気な姿で再会した高齢者クラブの選手たち

明るい雰囲気のビンゴゲーム

旭
崎
１
区
敬
老
祝
賀
会

旭
台
敬
老
祝
賀
会

雨
に
も
負
け
ず

　元
気
は
つ
ら
つ
参
加
！

雨
に
も
負
け
ず

　元
気
は
つ
ら
つ
参
加
！

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

　備
え
て
熱
心
な
話
し
合
い

防
犯
・
防
災
は

　自
分
た
ち
で

防
犯
・
防
災
は

　自
分
た
ち
で



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

旭
平
２
区
　
防
災
訓
練
　
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
残
暑
厳
し
い
中
９
月
10
日（
日
）

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
25
人
が

出
席
さ
れ
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
深
谷
雅
夫
区
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
山
口
伸
樹
市
長
か
ら
は
、

お
祝
い
の
言
葉
と
、
防
犯
、
自
転

車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
及
び
熱

中
症
対
策
の
３
点
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
林
英
男
支
部
長
の
お

祝
い
の
言
葉
の
後
、
小
野
武
新
生

会
会
長
か
ら「
健
康
長
寿
が
大
切
、

お
互
い
思
い
や
り
楽
し
く
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
大
井
川

和
彦
茨
城
県
知
事
か
ら
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
渡
辺
米
子
さ
ん
の

抹
茶
が
全
員
に
振
舞
わ
れ
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

（
吉
田
さ
ん
）
ウ
ク
レ
レ
（
久
野

さ
ん
）
ベ
ー
ス
（
大
塚
さ
ん
）
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
の
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
元
気
に
歌
い
ま

し
た
。

　
昼
食
に
は
高
齢
者
に
配
慮
し
た

お
弁
当
が
出
て
、
舌
鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
高
間
香
副
区
長
の
「
来
年

も
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
の
言

葉
で
散
会
と
な
り
、
参
加
者
は
お

土
産
を
も
ら
い
、
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
（
日
）
旭
台
公
民
館

で
敬
老
祝
賀
会
（
高
齢
者
27
人
参

加
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
、
鈴
木
肇
区
長

か
ら
「
雨
が
降
る
中
、
参
加
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
元
気
は
つ
ら
つ
で
60

歳
代
に
見
え
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
祝

電
の
披
露
、
担
当
係
に
よ
る
写
真

撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。（
写
真
は
、

後
日
配
布
）

　
余
興
で
は
、
３
人
の
グ
ル
ー
プ

「
Ｙ
．Ｋ
．Ｏ
．
サ
ウ
ン
ズ
」
に
よ
る

楽
器
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
久
野

さ
ん
（
旭
台
区
員
）
の
語
り
と
と

も
に
、
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
唱
歌

を
、
大
き
な
声
は
出
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
一
緒
に
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

　
次
に
、楽
し
み
に
し
て
い
た『
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』。
班
長
さ
ん
を
含

む
役
員
の
方
々
の
進
行
に
よ
り
、

次
々
と
数
字
番
号
が
読
み
上
げ
ら

　
社
協
大
旭
支
部
平
林
英
男
支
部

長
は
、
９
月
17
日
９
時
30
分
か
ら

笠
間
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も

べ
で
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表
者
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
林
支
部
長
の
主
催
者
挨
拶
と

今
後
の
行
事
計
画
の
概
要
説
明
に

続
き
、
小
野
武
旭
崎
新
生
会
々
長

か
ら
高
齢
者
ク
ラ
ブ
を
代
表
し

て
、
大
旭
支
部
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
経
過
説
明
を
含
め

て
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

Ⅰ
　懇
談
会
の
内
容

　
従
来
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
全
て
の

運
営
を
お
願
い
し
て
来
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
今
後
の
大
会
に
備
え

て
熱
心
な
話
合
い
が
行
な
わ
れ
た

結
果
、
主
催
者
側
の
役
割
分
担
が

ル
ー
ル
化
さ
れ
ま
し
た
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ア
　
開
催
日
・
場
所

11
月
11
日
・
友
部
第
二
小
学
校

イ
　
来
賓
招
待
者

笠
間
市
長
　
山
口
　
伸
樹
様

友
部
二
小
学
校
長
　
常
井
　
裕
二
様

ウ
　
役
割
分
担

〇
実
行
委
員
長
　
　
小
野
　
　
武

〇
審
判
長
　
　
　
　
笹
嶋
　
秀
介

〇
救
護
者
　
　
　
　
関
　
　
　
操

〇
用
具
調
達
と
会
場
設
営

　
旭
崎
新
生
会
・
旭
台
睦
会
・
ふ

れ
あ
い
ク
ラ
ブ
・
旭
平
ひ
の
で
会

（
11
月
３
日
細
目
打
合
）

〇
主
催
者
は
集
計
表
作
成
・
司
会
・

広
報
・
食
事
・
賞
品
調
達
等
　

Ⅱ
　懇
談
会
参
加
者
（
敬
称
略
）

○
と
き
わ
会
 

亘
理
　
武

○
矢
野
下
寿
会
 

荻
津
正
男

○
三
　
友
　
会
 

太
田
　
毅

○
旭
崎
新
生
会
 

小
野
　
武

○
若
狭
山
会
 

鈴
木
勝
義

○
旭
台
睦
会
 

園
部
　
勝

○
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
 

青
木
　
清

○
旭
平
ひ
の
で
会
 

小
倉
秀
男

み
ん
な
笑
顔
・
本
気

　
　ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

み
ん
な
笑
顔
・
本
気

　
　ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

れ
ま
し
た
。会
場
に「
リ
ー
チ
」「
ビ

ン
ゴ
！
」「
１
番
違
い
、
残
念
」

な
ど
一
喜
一
憂
の
声
、
声…

、
明

る
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
５

位
ま
で
に
豪
華
賞
品
が
、
６
位
か

ら
も
豪
華
参
加
賞
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　「
し
ば
ら
く
ね
」「
ま
た
来
年
、

元
気
で
」
な
ど
と
歓
談
し
て
、
笑

顔
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

　
４
年
ぶ
り
に
元
気
な
姿
が
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
前
日
の
雨
も
あ
が

り
、
11
月
11
日
（
土
）
友
部
第
二

小
学
校
で
、
大
旭
支
部
主
催
第
18

回
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
内
の

高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
８
チ
ー
ム

（
60
人
）
の
選
手
が
元
気
に
出
場
、

ま
た
来
賓
と
し
て
山
口
伸
樹
笠
間

市
長
、
社
協
職
員
、
救
護
者
関
操

さ
ん
、
支
部
役
員
、
女
性
部
（
食

事
担
当
）
な
ど
多
数
の
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
林
英
男
支
部

長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、
小
野
武

実
行
委
員
長
か
ら「
親
睦
を
深
め
、

の
び
の
び
プ
レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」

山
口
伸
樹
市
長
か
ら
は
「
各
イ
ベ

ン
ト
が
復
活
し
て
き
ま
し
た
。
体

調
に
気
を
つ
け
て
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
笹
嶋
秀
介
審
判
長
か
ら

競
技
上
の
注
意
が
あ
り
、
市
長
の

始
球
式
後
、Ａ
・Ｂ
コ
ー
ト
別
に
試

合
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
人

ひ
と
り
真
剣
な
表
情
、
一
打
一
打

に
集
中…

、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！
」「
曲

が
る
な
」「
入
れ
、入
れ
」
各
コ
ー

ス
か
ら
声
が
響
い
て
き
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
の
試
合
、集
計
の
後
、

入
賞
者
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

【
入
賞
者
の
紹
介
】（
敬
称
略
）

〇
優
　
勝
　
　
佐
藤
　
ト
ミ
子

〇
準
優
勝
　
　
今
野
　
豊
雄

〇
３
　
位
　
　
荻
津
　
正
男

〇
４
　
位
　
　
大
津
　
千
代

〇
５
　
位
　
　
佐
竹
　
し
ず
子

〇
６
　
位
　
　
木
村
　
孝
男

〇
７
　
位
　
　
兼
　
子
　
　
甲

〇
８
　
位
　
　
伊
王
野
　
資
武

〇
９
　
位
　
　
飯
塚
　
智
二

〇
10
　
位
　
　
渡
部
　
悟
平

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
発
表

も
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
女
性
部
手
作
り
の
温
か

い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
、大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
の
準
備
・
運
営
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委

員
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
青
空
広
が
る
11
月
３
日
（
金
）、

旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

旭
平
２
区「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
・

防
災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
山
口
伸
樹
笠
間
市
長

か
ら
「
地
域
防
災
の
大
切
さ
『
か

さ
め
ー
る
』へ
の
登
録
の
お
願
い
、

市
防
犯
対
策
補
助
事
業
の
案
内
、

自
転
車
使
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　
次
に
、
谷
田
部
裕
義
区
長
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
後
の
防
災
訓
練
の
再

開
、
災
害
時
紅
白
ハ
チ
マ
キ
の
設

置
活
用
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
10
時
30
分
か
ら
は
、
笠
間
市
消

防
本
部
友
部
消
防
署
職
員
３
人
か

ら
、
分
か
り
や
す
い
説
明
と
実
技

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

①
A
E
D
の
取
り
扱
い
・
実
技

・
電
源
を
入
れ
指
示
に
従
い
操
作

・
救
急
車
も
要
請
す
る

②
担
架
の
作
り
方
・
実
技

・
布
等
と
２
本
の
強
い
棒
で
作
る

・
腰
に
負
担
を
か
け
ず
持
上
げ
る

③
消
火
器
の
使
い
方
・
実
技

・
大
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
ぶ

・
ま
ず
壁
、
風
上
か
ら
放
水
す
る

◎「
ぼ
く
も
や
っ
て
み
る
」
と
、

子
ど
も
の
実
技
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
場
所
は
？
」

な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
皆
さ

ん
熱
心
に
参
加
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
談
会

グラウンドゴルフの進め方を熱心に検討する

さあやるぞ！　開会式

地域の防災は自分たちの力で 元気な姿で再会した高齢者クラブの選手たち

明るい雰囲気のビンゴゲーム

旭
崎
１
区
敬
老
祝
賀
会

旭
台
敬
老
祝
賀
会

雨
に
も
負
け
ず

　元
気
は
つ
ら
つ
参
加
！

雨
に
も
負
け
ず

　元
気
は
つ
ら
つ
参
加
！

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

　備
え
て
熱
心
な
話
し
合
い

防
犯
・
防
災
は

　自
分
た
ち
で

防
犯
・
防
災
は

　自
分
た
ち
で
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大
旭
支
部（
平
林
英
男
支
部
長
）

で
は
、
令
和
5
年
度
事
業
計
画
に

基
づ
き
「
在
宅
介
護
者
と
の
ふ
れ

あ
い
事
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

各
介
護
者
宅
を
訪
問
す
る
こ
と

で
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
11
月
に
支
部
役
員
一

同
の
「
添
え
書
き
」
を
添
え
て
、

介
護
の
必
需
品
で
あ
る
バ
ス
タ
オ

ル
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
添
え
書
き
」

在
宅
介
護
者
の
皆
様
へ

　
　笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　大
旭
支
部
役
員
一
同

　晩
秋
の
候
、
在
宅
介
護
者
の

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
気
の
抜
け
な
い
毎

日
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
支
部
の
運
営
に
は
深

い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
度
も
日
ご
ろ
の
ご
苦
労

を
思
い
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
介
護
の
際
に
お
役
に

立
て
ば
幸
い
で
す
。

　コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
お
り
ま
す
。
ご
苦

労
も
絶
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ご
健
康
に
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

　
日
頃
よ
り
、
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
、
全
国
で
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本
校
は
、
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
安
全
・
安
心

な
学
校
」
で
子
ど
も
た
ち
の
「
豊
か
な
心
を
育

む
」
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
よ
る
朝

夕
の
見
守
り
、
区
長
会
の
方
々
の
草
刈
り
や
学

校
運
営
協
議
会
委
員
に
よ
る
伝
統
行
事
の
飾
り

（
鯉
の
ぼ
り
、
七
夕
飾
り
等
）
や
、
家
庭
科
の

学
習
支
援
、
蝶
の
標
本
の
提
供
な
ど
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、

学
校
花
壇
の
一
部
を
地
域
と
の
共
同
花
壇
「
と

も
に
ふ
れ
あ
い
花
壇
」
と
し
ま
し
た
。
地
域
の

方
と
子
ど
も
た
ち
と
で
一
緒
に
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
と

も
に
よ
り
よ
い
学
校
、
よ
り
よ
い
地
域
を
つ

く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

　
日
頃
か
ら
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
活
動
に
は
生
徒
会
も
加
わ
り
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
「
地
域
に
誇
れ
る
友
二
中
」

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
話
合
い
の
中
で
、
友
二
中
の
良
い
と
こ
ろ
は

何
か
と
い
う
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
、

「
挨
拶
の
で
き
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
友
二
中
で
は
挨
拶
や
感
謝

の
言
葉
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
小
さ
な
親
切
等
、

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
行
動
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

そ
ん
な
友
二
中
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
度
か
ら
「
魅
力
度

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
校
だ
よ
り
も
郵
便
局
な
ど
に
掲
示
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

友
二
中
生
の
良
い
行
い
を
見
か
け
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
学
校
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
不
安
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
に
は
ご
自
愛
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後

と
も
友
部
二
中
へ
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

　
学
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
を
中
心

に
、
月
曜
日
の
下
校
見
守
り
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
生
徒
の

自
転
車
の
乗
り

方
に
心
配
な
点

が
あ
っ
た
の
で
、

と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
「
よ
く
挨
拶
を
し

て
く
れ
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
平
成
20
年
か
ら
続
く
緑
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
緑
化
委
員
の
生

徒
と
い
っ
し
ょ
に
花
壇
の
作
業
を
お
手
伝
い
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
友
部
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
宍
戸
中

時
代
の
懐
か
し
い
写
真
も
紹
介
す
る
「
思
い
出

ア
ル
バ
ム
」「
友
中
資
料
室
」、
地
域
の
交
通
の

変
化
や
古
墳
等
を
紹
介
す
る
「
ぶ
ら
っ
と
も
べ
」

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
内
容
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
ト
ピ
ッ
ク
も
ほ
ぼ
毎
日
更

新
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
７
月
に
笠
間
市
行
政
区
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
制
定
の
目
的
は「
区

民
の
安
全
を
守
る
こ
と
」
の
一
言
に
尽
き
ま

す
。
例
え
ば
、
大
地
震
や
原
発
事
故
の
際
に

各
区
が
市
と
協
力
し
て
避
難
対
策
を
講
じ
る

こ
と
な
ど
で
す
。
一
方
、
各
区
の
区
長
は
条

例
に
基
づ
く
広
報
誌
等
の
配
布
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
根
差
し
た
仕
事
に
も
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
区
民
の
皆
様
か
ら
防
犯
灯
代
等
々

の
協
力
金
を
頂
戴
す
る
こ
と
や
太
子
堂
・
公

民
館
な
ど
の
管
理
で
す
。
こ
れ
ら
は
条
例
に
従

う
区
長
の
仕
事
で
は
な
く
、
自
治
会
の
仕
事
で

す
が
、
実
際
に
は
多
く
の
区
で
は
区
長
が
自
治

会
長
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
。
上
記
の
協
力
金
は

区
費
で
は
な
く
自
治
会
費
な
の
で
す
が
、
こ
の

事
実
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
大
沢
区
長
会
は
各
区
長
が
区
長
の
役
割
を

十
分
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
今
年
７
月
30
日
に
区
長
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
９
月
24
日
に
は
山
口
伸
樹
市
長

と
大
沢
区
長
会
の
間
で
区
長
が
直
面
し
て
い

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会

（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
者
は
、

自
治
会
費
が
区
費
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
た

め
区
加
入
者
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
認
識

を
共
有
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
方
策
は
手
探
り
状
態
で
す
。
私

は
区
運
営
と
は
関
係
な
い
他
団
体
へ
の
寄
附

金
な
ど
を
削
減
し
て
自
治
会
費
を
値
下
げ
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
行
政
区
条
例
下
で
の
区
長
の
仕
事
と

自
治
会
の
仕
事
は
共
に
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
既
に
実
施
し
た
太
子
堂
の

老
大
木
間
伐
や
運
動
場
の
整
備
、
今
後
予
定

の
上
区
公
民
館
改
修
は
そ
の
一
環
で
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
自
治
会
費
で
賄
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
私
は
よ
り
安
全
で
住
み
や
す
い
笠
間

市
を
目
指
し
て
行
政
区
条
例
の
浸
透
に
協
力

を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

地域とともにある
　　　　学校づくり
地域とともにある
　　　　学校づくり

　笠間市教育委員会では、学校の運営方針等
に、地域の意見や願いを反映させていくコ
ミュニティ・スクールを進めています。
　大旭支部の大部分の児童生徒が通学してい
る友部第二小・友部第二中・友部中に、地域
との連携について紹介していただきました。

友部中ＨＰ

友二中ＨＰ

友二小ＨＰ

成田　惠子さん（大沢上３）

　お正月を迎えるために生け
た花です。
　池坊（いけのぼう）は、室
町時代から続く生け花です。
立花、生花、自由花と花型が
あり、約束ごとも多いのです
が、花に癒されることが何よ
り嬉しく思って続けていま
す。

在
宅
介
護
者
と
の

　
　ふ
れ
あ
い
事
業

山口市長と区長の役割に関する
　　　　　　　　意見交換会に参加して
山口市長と区長の役割に関する
　　　　　　　　意見交換会に参加して

大沢区長会会長（大沢上2区長）　藤 川 　 重 雄

● 校長
　石井　　健
● 生徒数
　　540 人
● 学級数
　　18 学級

● 校長
　稲田　義弘
● 生徒数
　　349 人
● 学級数
　　13 学級

● 校長
　常井　裕二
● 児童数
　　549 人
● 学級数
　　22 学級

友部第二中学校

友部中学校

友部第二小学校
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介
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。
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。
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い
申
し
上
げ
て
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

【
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

　
日
頃
よ
り
、
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
、
全
国
で
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本
校
は
、
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
安
全
・
安
心

な
学
校
」
で
子
ど
も
た
ち
の
「
豊
か
な
心
を
育

む
」
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
よ
る
朝

夕
の
見
守
り
、
区
長
会
の
方
々
の
草
刈
り
や
学

校
運
営
協
議
会
委
員
に
よ
る
伝
統
行
事
の
飾
り

（
鯉
の
ぼ
り
、
七
夕
飾
り
等
）
や
、
家
庭
科
の

学
習
支
援
、
蝶
の
標
本
の
提
供
な
ど
で
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、

学
校
花
壇
の
一
部
を
地
域
と
の
共
同
花
壇
「
と

も
に
ふ
れ
あ
い
花
壇
」
と
し
ま
し
た
。
地
域
の

方
と
子
ど
も
た
ち
と
で
一
緒
に
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
と

も
に
よ
り
よ
い
学
校
、
よ
り
よ
い
地
域
を
つ

く
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

　
日
頃
か
ら
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
活
動
に
は
生
徒
会
も
加
わ
り
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
「
地
域
に
誇
れ
る
友
二
中
」

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
話
合
い
の
中
で
、
友
二
中
の
良
い
と
こ
ろ
は

何
か
と
い
う
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
、

「
挨
拶
の
で
き
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
友
二
中
で
は
挨
拶
や
感
謝

の
言
葉
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
小
さ
な
親
切
等
、

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
行
動
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

そ
ん
な
友
二
中
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
度
か
ら
「
魅
力
度

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
校
だ
よ
り
も
郵
便
局
な
ど
に
掲
示
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

友
二
中
生
の
良
い
行
い
を
見
か
け
た
と
き
は
、

ぜ
ひ
学
校
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
不
安
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
に
は
ご
自
愛
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後

と
も
友
部
二
中
へ
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

　
学
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
を
中
心

に
、
月
曜
日
の
下
校
見
守
り
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
生
徒
の

自
転
車
の
乗
り

方
に
心
配
な
点

が
あ
っ
た
の
で
、

と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
「
よ
く
挨
拶
を
し

て
く
れ
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
平
成
20
年
か
ら
続
く
緑
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
緑
化
委
員
の
生

徒
と
い
っ
し
ょ
に
花
壇
の
作
業
を
お
手
伝
い
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
友
部
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
宍
戸
中

時
代
の
懐
か
し
い
写
真
も
紹
介
す
る
「
思
い
出

ア
ル
バ
ム
」「
友
中
資
料
室
」、
地
域
の
交
通
の

変
化
や
古
墳
等
を
紹
介
す
る
「
ぶ
ら
っ
と
も
べ
」

な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
内
容
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
ト
ピ
ッ
ク
も
ほ
ぼ
毎
日
更

新
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
７
月
に
笠
間
市
行
政
区
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
制
定
の
目
的
は「
区

民
の
安
全
を
守
る
こ
と
」
の
一
言
に
尽
き
ま

す
。
例
え
ば
、
大
地
震
や
原
発
事
故
の
際
に

各
区
が
市
と
協
力
し
て
避
難
対
策
を
講
じ
る

こ
と
な
ど
で
す
。
一
方
、
各
区
の
区
長
は
条

例
に
基
づ
く
広
報
誌
等
の
配
布
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
根
差
し
た
仕
事
に
も
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
区
民
の
皆
様
か
ら
防
犯
灯
代
等
々

の
協
力
金
を
頂
戴
す
る
こ
と
や
太
子
堂
・
公

民
館
な
ど
の
管
理
で
す
。
こ
れ
ら
は
条
例
に
従

う
区
長
の
仕
事
で
は
な
く
、
自
治
会
の
仕
事
で

す
が
、
実
際
に
は
多
く
の
区
で
は
区
長
が
自
治

会
長
を
兼
ね
て
お
り
ま
す
。
上
記
の
協
力
金
は

区
費
で
は
な
く
自
治
会
費
な
の
で
す
が
、
こ
の

事
実
は
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
大
沢
区
長
会
は
各
区
長
が
区
長
の
役
割
を

十
分
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か

ら
、
今
年
７
月
30
日
に
区
長
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
９
月
24
日
に
は
山
口
伸
樹
市
長

と
大
沢
区
長
会
の
間
で
区
長
が
直
面
し
て
い

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会

（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
者
は
、

自
治
会
費
が
区
費
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
た

め
区
加
入
者
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
認
識

を
共
有
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
方
策
は
手
探
り
状
態
で
す
。
私

は
区
運
営
と
は
関
係
な
い
他
団
体
へ
の
寄
附

金
な
ど
を
削
減
し
て
自
治
会
費
を
値
下
げ
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
行
政
区
条
例
下
で
の
区
長
の
仕
事
と

自
治
会
の
仕
事
は
共
に
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
既
に
実
施
し
た
太
子
堂
の

老
大
木
間
伐
や
運
動
場
の
整
備
、
今
後
予
定

の
上
区
公
民
館
改
修
は
そ
の
一
環
で
す
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
自
治
会
費
で
賄
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
私
は
よ
り
安
全
で
住
み
や
す
い
笠
間

市
を
目
指
し
て
行
政
区
条
例
の
浸
透
に
協
力

を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

地域とともにある
　　　　学校づくり
地域とともにある
　　　　学校づくり

　笠間市教育委員会では、学校の運営方針等
に、地域の意見や願いを反映させていくコ
ミュニティ・スクールを進めています。
　大旭支部の大部分の児童生徒が通学してい
る友部第二小・友部第二中・友部中に、地域
との連携について紹介していただきました。

友部中ＨＰ

友二中ＨＰ

友二小ＨＰ

成田　惠子さん（大沢上３）

　お正月を迎えるために生け
た花です。
　池坊（いけのぼう）は、室
町時代から続く生け花です。
立花、生花、自由花と花型が
あり、約束ごとも多いのです
が、花に癒されることが何よ
り嬉しく思って続けていま
す。

在
宅
介
護
者
と
の

　
　ふ
れ
あ
い
事
業

山口市長と区長の役割に関する
　　　　　　　　意見交換会に参加して
山口市長と区長の役割に関する
　　　　　　　　意見交換会に参加して

大沢区長会会長（大沢上2区長）　藤 川 　 重 雄

● 校長
　石井　　健
● 生徒数
　　540 人
● 学級数
　　18 学級

● 校長
　稲田　義弘
● 生徒数
　　349 人
● 学級数
　　13 学級

● 校長
　常井　裕二
● 児童数
　　549 人
● 学級数
　　22 学級

友部第二中学校

友部中学校

友部第二小学校



　
社
協
大
旭
支
部
（
平
林
英
男
支
部
長
）
は
、
10
月
29

日
友
部
第
二
小
学
校
体
育
館
で
、
子
ど
も
会
輪
投
げ
大

会
と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、友
部
第
二
小
常
井
裕
二
校
長
先
生
、太
陽
・

青
空
・
旭
平
の
各
子
ど
も
会
児
童
（
13
人
）
保
護
者
（
５

人
）、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
は 

旭
崎
新
生
会
・
矢
野
下
寿

会
・
三
友
会
・
若
狭
山
会
・
旭
台
睦
会
（
20
人
）
大
沢
上
１
・

大
沢
上
３
・
大
沢
下
２
・
八
幡
台
２
区
・
若
狭
山
団
地

の
各
区
長
、
笠
間
市
社
協
松
田
輝
雄
事
務
局
長
・
柿
長

志
生
里
支
部
担
当
、
大
旭
支
部
役
員
の
、
合
計
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
平
林
支

部
長
か
ら
本
大
会
に
協
力
を

頂
い
た
各
団
体
へ
の
お
礼

と
、
先
に
開
催
さ
れ
た
子
ど

も
会
々
長
と
の
懇
談
会
で
提

起
さ
れ
た
「
活
性
化
の
た
め

の
話
合
い
」が
契
機
と
な
り
、

今
大
会
が
開
催
に
繋
が
っ
た

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
常
井
校

長
先
生
と
松
田
事
務
局
長
か

ら
「
高
齢
化
・
少
子
化
の
な

か
、
児
童
が
地
域
に
育
て
ら

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
に
つ

い
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅰ
　
輪
投
げ
大
会

　
輪
投
げ
競
技
で
は
、
豊
富
な
経

験
を
持
つ
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々

の
協
力
を
受
け
、
参
加
者
全
員
が

的
板
に
当
た
る
投
げ
輪
の
大
き
な

音
の
響
く
中
、
和
気
あ
い
あ
い
の

思
い
出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
輪
投
げ
競
技
の

全
参
加
者
の
中
か
ら
上
位
10
人

と
、
児
童
の
上
位
５
人
へ
各
賞
が

贈
ら
れ
、
大
会
参
加
者
に
は
参
加

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
最
高
得
点
者
は
次
の
方
で
す
。

・
高
齢
者 

園
部
　
勝
さ
ん（
36
点
）

・
児
　
童 

菊
池
優
菜
さ
ん（
34
点
）

Ⅱ
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
略
で
、
娯

楽
・
競
技
・
ス
ポ
ー
ツ
を
指
す
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
で
す
。
　

　
児
童
は
不
慣
れ
な
大
人
の
心
配

を
よ
そ
に
、
機
材
を
操
り
二
つ
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

〇「
太
鼓
の
達
人
」
ゲ
ー
ム

　
テ
レ
ビ
画
面
に
出
る
３
種
類
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
き
に
、
バ
チ

を
単
打
・
連
打
・
フ
チ
を
打
ち
分

け
て
得
点
を
競
う
頭
脳
プ
レ
イ

で
、太
鼓
の
音
が
賑
や
か
で
し
た
。

〇「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
ゲ
ー
ム

　
テ
レ
ビ
画
面
に
出
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
並
べ
替
え
て
、
得
点
を
競

う
頭
脳
プ
レ
イ
で
す
。

〇
大
会
を
終
え
て

　
平
林
支
部
長
は
「
今
回
の
経
験

を
も
と
に
、
児
童
と
地
域
と
の
交

流
を
さ
ら
に
進
め
る
よ
う
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

今
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
毎
日
、
正
午
に
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
夕
方
５
時
に
「
明
日
が

あ
る
さ
」
が
、
市
内
防
災
行
政
無

線
で
流
れ
ま
す
。  

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）で
は
な
く
、

日
本
の
空
が
『
平
和
』
で
あ
る
か

ら
で
す
。

　
令
和
６
年
（
辰
年
）
は
、
世
界

の
空
に
『
平
和
の
鐘
』
が
響
き
ま

す
よ
う
に
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６―

７
７―

０
７
３
０

　
四
季
折
々
の
景
色
が
楽
し
め
、
海
風

が
こ
こ
ち
よ
い
10
月
24
日
、
支
部
女
性

部
（
渡
辺
米
子
会
長
）
研
修
会
が
大
洗

方
面
に
25
人
の
会
員
が
参
加
し
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
県
大
洗
水
族
館
ア
ク
ア
ワ
ー
ル

ド
で
は
、
出
会
い
の
海
の
大
水
槽
、
生
命

の
新
世
海
は
約
２
０
０
０
０
匹
も
の
マ
イ

ワ
シ
た
ち
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
群
れ
動
く

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
驚
き
の
新
世
海
オ
ー

シ
ャ
ン
テ
ラ
ス
で
は
、
海
風
を
感
じ
な
が

ら
生
き
物
の
魅
力
を
知
り
、
イ
ル
カ
と
ア

シ
カ
た
ち
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
と
演

出
が
一
体
と
な
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
太
平
洋
に
面
し
、
ス
タ
ミ
ナ
満

点
の
食
事
が
阿
字
ヶ
浦
ク
ラ
ブ
で
用
意
さ

れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
し
た
様
子
。

　
午
後
か
ら
は
、大
洗
磯
前
神
社
を
訪
問
、

宮
司
か
ら
神
社
の
由
来
が
説
明
さ
れ
、
本

殿
、
拝
殿
、
中
門
、
随
神
門
な
ど
、
現
存

す
る
社
殿
、
神
門
等
の
彫
刻
は
徳
川
初
期

を
偲
ぶ
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
も
の
、
今

年
で
創
立
1
1
6
8
年
に
な
り
ま
す
。
祭

事
で
は
、
歳
旦
祭
を
始
め
、
節
分
祭
、
有

賀
祭
、
七
五
三
祭
、
除
夜
祭
、
年
越
大
祓

式
な
ど
多
く
の
人
々
の
信
仰
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
帰
り
に
は
、
湊
の
お
さ
か
な
市
場
で
、

旬
の
魚
介
類
や
近
海
で
採
れ
た
地
魚
が
豊

富
に
揃
う
森
田
水
産
に
よ
り
、
店
員
さ
ん

の
粋
な
は
か
ら
い
で
両
手
い
っ
ぱ
い
の
土

産
を
買
っ
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　３種とも春から
秋まで家の庭先、
空き地、田んぼの
あぜ道など、ごく普
通に見れる一円玉
位の小さな蝶です。

　①ツバメシジミはシロツメクサなどのマメ科植
物、  ②ベニシジミはギシギシなどのタデ科植物、  
③ヤマトシジミはカタバミなどカタバミ科の植物
を食べて育ちます。　　　　　　　　　　 （平林）

和気あいあい　三世代で輪投げ大会
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輪
投
げ
大
会
・
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ス
ポ
ー
ツ
体
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田
　美
智
子
さ
ん（
大
沢
）

　池
　鈴
子
さ
ん（
旭
平
）

（6）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き
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蝶 図
鑑 身近に見れるかわいい蝶たち

①ツバメシジミ ③ヤマトシジミ
②ベニシジミ
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もくじ

絵
手
紙

　絵
手
紙
の
教
室
に
参
加
し
て
16

年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。画
材
を
持

ち
寄
り
、皆
さ
ん
と
作
品
づ
く
り
を

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　約
20
年
前
、
最
初
に
絵
手
紙

の
会
が
で
き
て
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
作
品
を
見

合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。


